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産学官連携を通した
三重大学の地域社会への貢献

文部科学省戦略展開事業を活用した
これからの取り組み

三重大学では、産学官連携を社会貢献活動の柱

として基本目標に据え、積極的に推進してきまし

た。これまでも地域の行政機関や企業との連携

を重要視し、特に地域の中小企業との共同研究

数は全国でもトップクラスの実績があります。こ

のような取り組みをさらに推進し、結果を出すた

めの取り組みの一つとして、「産学官連携戦略展

開事業：特色ある優れた産学官連携活動の推

進」が今年度より始まりました。今回はこのような

取り組みを含めた三重大学における産学官連携

の戦略と取り組みを紹介します。

18 三重大学生物資源学部学生と
地元の造り酒屋がインターンシップで酒造り

三重大生の元気とパワーが入ったお酒

collaboration 01

20 尾鷲の資源を生かせ！
ー産学官連携で地域の活性化をー
三重大学×尾鷲市

collaboration 02リーディング産業展みえ2008
2008年11月7日、8日 in四日市ドーム
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17 平成20年度
三重大学キャンパス・インキュベータ
入居企業 紹介

「リーディング産業展みえ2008」は、今年で第６回

を迎える、県内最大の産業展示会です。これからの

三重県をリードする企業の製品や技術を一堂に展

示し、県内企業や生産者が新たな関係を構築する

場として開催されます。

一昨年より、「みえ産学官研究交流フォーラム」が

同時開催され、三重県内の大学、高等専門学校、公

的研究機関等が、産業界や地域社会との交流を目

的として、研究・教育活動の成果を公表していま

す。今回は「Yui-結-」を通じて三重大学からの出展

を紹介し、このフォーラムをサポートすることで、

新たな産学官連携の掘り起こしによる三重地域圏

の活性化に寄与できればと期待しています。

新たな産学官連携で、
三重地域圏の活性化を

三重大学創造開発研究センター長

リーディング産業展みえ2008実行委員会 会長
みえ産学官研究交流フォーラム実行委員会 会長 )（
奥村 克純

～文部科学省戦略展開事業を活用したこれからの取り組み～
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三重県内の大学、高等専門学校、公的研究機関が、

産業界や地域社会との交流を目的として、研究・教育活動の成果を公表します。

産学官連携への取組みを積極的に行っている三重大学からは、

15のブースを出展。

様々な分野で地域産業と協力し、

大きな発展を目指しているこだわりの研究内容をご紹介いたします。

みえ産学官

研究交流フォー
ラム2008への出

展
2008年11月7

日、8日 in四日
市ドーム

 同時開催 リー
ディング産業展

みえ2008第２特集

［人工知能研究室］

職場のノウハウ・知識を
活かせ！

　今、検索エンジンは単語を入力すると

それに関連するサイトが表示されます。

そうではなく、自然言語（人間の話す言

葉）での質問応答システムを研究してい

ます。しかし、どんな立場の人が質問して

いるかにより、答えは変わります。例え

ば、「東京タワーはどこにあるか？」とい

う質問に対する答えは、「東京」が正しい

のか、「日本」が正しいのか、はたまた最寄

り駅を答えるのが正しいのかを見極めな

くてはならないという課題があります。

　また、地元企業と連携をしてノウハウ

継承支援システムの構築を行ってきまし

た。工場内のトラブルをデータベース化

し、その知識の再利用を目指しています。

以前は、経験を積んだ熟練工が、後輩たち

に知識やノウハウ、トラブル回避の方法

までも伝えてきました。しかし、大量退職

やバブル後の人材不足でそれが難しく

なってきたのです。もちろん、全てがシス

テムで解決できるとは思いませんが、そ

れがデータとして残っているというこ

と、有効に情報が取り出し再利用できる

ことが重要だと思いますね。これを応用

した自動演習システムは、新入社員や移

動社員に対してのトレーニングとしても

有効だと考えます。

工学研究科　情報
工学専攻

助教　桝井 文人

　金属は、空気に触れた時点で表面が酸

化し、膜ができます。膜には、金属をさび

させないメリットもある反面、金属同士

を接合する場合には、その膜が妨げとな

ります。

　研究では主にアルミニウムを扱って

います。アルミは軽いため、車のボディ、

電車本体、飛行機など様々なところで使

われています。しかし、アルミニウムは

表面の膜が厚く、接合も容易ではありま

せん。金属の接合には主に溶接が用いら

れますが、例えば、アルミと銅では溶け

る温度が異なります。両方が混ざり合う

条件を満たす接合法が研究課題です。

　今までは人工的なやり方、いわば不自

然な方法によって、接合法を模索してき

ました。ですが、最近では「自然」の力を

利用するという考えが広まっています。

例えば、生物の模倣。二枚貝が双方の貝

殻を強力にひきつけて離れないのはな

ぜか。山道を歩いているといつの間にか

服にくっついてくる種。これはご存じの

「マジックテープ」に応用されています。

「自然」に倣うことで、無駄なエネルギー

を使うことなく、コストダウンにつなが

る技術が生まれればと期待しています。

［材料機能設計研究室］

くっつくを科学する

工学研究科　機
械工学専攻

准教授　川上 博士
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［高分子設計化学研究室］

未来材料としての
有機/無機ハイブリッド発光体

［システム設計研究室］

産業に役立つロボットの
制御技術

［オプトエレクトロニクス研究室］

窒化物半導体による
高性能光デバイス開発と
新しい LED照明応用研究

［エネルギーシステム設計研究室］

高含水廃棄物
再燃料化の実用技術

　次世代の薄型テレビとして、有機EL

ディスプレイが注目を集めていますが、

今市場に出ているものは、低分子の有機

ＥＬで、大パネル化が困難という問題が

あります。一方、高分子系の有機ＥＬ材料

は、塗布が可能で大画面化が容易になり

ます。ただ、水・酸素に弱く寿命が短いと

いう欠点もあります。

　今、私は有機発光高分子とシリカとの

ハイブリッド化について研究していま

す。ガラスの中に、光るポリマーを混ぜ込

むことで、ガラス自体を発光させるので

す。ガラスを製造する際に、高温で燃えて

しまうという問題も液体から製造すると

いう技術で克服しました。また、ガラスと

結合性の良くなる高分子を作ることで、

均一に混合できるようになりました。こ

れらの技術により、劣化しにくく、また、

様々な成型が可能となったのです。例え

ば、繊維状、薄いガラスにコーティング、

シート状で曲げられるディスプレイなど

の加工が実現します。現在、大手自動車

メーカーや電気メーカーなど、多くの企

業から問い合わせを頂いています。今後

この技術が、どのように育っていくのか、

私自身非常に楽しみなのです。

　二足歩行ロボットや家庭用掃除ロボッ

トなど、ロボットの話題をよく耳にしま

す。しかし、何でもロボットが良いという

わけではありません。器用さや知能など

人の得意な部分は人に任せて，人の苦手

な部分を補うようなロボットが開発され

るべきでしょう。そこで、私が研究してい

るのは、人と上手に関わり合いのできる

ロボットです。そのような例として、人の

力を増幅するパワーアシストがあげられ

ます。生産現場なら、重いものの移動や金

型プレスに使いますが、パワーアシスト

があるという前提で生産ラインを組め

ば、生産性と品質を高めることができま

す。インピーダンス（抵抗）を制御するこ

とで、人のようななめらかな動きや複雑

な動きも可能です。しかし、人と同じよう

に動いた方が良いのか、そうしなくても

解決できるのか、目的によっても違いま

す。今後は介護支援の場でもっと活かし

たいと考えていますが、直接人に接する

ので、単に動きなどの物理的要素だけで

なく、心理的な要素も考慮して、安全で安

心な装置を研究しなければならないと考

えています。

　LEDとは、発光ダイオードとも呼ばれる

電気を流すと発光する半導体の一種で

す。LED照明は、従来の電球や蛍光灯に

比べ、非常にエネルギー効率がよく、省エ

ネといった観点から大きな注目を集めて

います。既に実用化もされていますが、良

い品質で低コストのものを開発する必要

があります。また色合いについてですが、

LEDは点から強い光を発生する点光源で

す。屋外では明瞭でいいのですが、屋内

では光が強く感じられます。LED照明を

実用化するにあたっては、その特性に合

い、魅力を引き出せるデザインを考える必

要があります。一方、LEDの性能を向上さ

せる必要もあります。オプトエレクトロニ

クス研究室（平松教授、三宅准教授）で

は、窒化物半導体の品質を上げること

で、LEDの高性能化を目指しています。

　また、LED照明の利用実例としては、

伝統工芸である「伊勢型紙」とLEDカ

ラー照明を組み合わせたインテリア照明

を共同開発しました。このように、地元の

伝統文化と三重大の技術が協力すること

で、地域活性にもつながる新製品を生み

出したいですね。LEDの光で、地元の伝

統文化を明るく照らすことができたらと考

えています。

　近年、廃棄物処理は、極めて重要な課題

となっています。廃棄物は、埋め立てや焼

却によってその多くが処分されますが、

埋め立て地には当然限界があり、焼却処

理はCO2排出の問題を含むなど、環境性

に優れているとは言えません。さらに、廃

棄物を燃やすためにエネルギーを必要と

します。特に、水分を多く含んだ廃棄物

（生ゴミなど）を燃やすために要するエネ

ルギーは相当なもの。廃棄物処理に多く

の燃料を使うのは、もったいないと思い

ませんか。

　常々、実用化できる技術、社会に貢献で

きる技術に携わっていきたいという思い

がありました。現在、「株式会社らくらく

レンタル中部」と取り組んでいる、使用済

み紙おむつを乾燥させて再資源燃料に変

える技術は、資源の有効利用やCO2排出

量削減の観点からまさに社会貢献できる

技術と言えます。この技術の特徴は，高含

水紙おむつの乾燥に過熱水蒸気を用いる

ところ。高温空気に比べて高効率で乾燥

させることができます．この技術は、レス

トランやスーパーマーケット等から出る

生鮮廃棄物の肥料化、飼料化処理にも用

いることができるでしょう。

工学研究科　分子
素材工学専攻

准教授　久保 雅敬

工学研究科　機械
工学専攻

教授　池浦 良淳
工学研究科　機械

工学専攻

准教授　丸山 直樹

工学研究科　電気
電子工学専攻

助教　元垣内 敦司
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工学研究科　機械
工学専攻

教授　前田 太佳夫（左
）、准教授　鎌田 泰成

（右）

工学研究科　物理
工学専攻

准教授　野呂 雄一

工学研究科　機械
工学専攻

助教　松井 博和

生物資源学研究科

教授　前川 行幸（右
）、准教授　内田 誠

（左）

［エネルギー環境工学研究室］

環境にやさしい
自然エネルギーを開発

［メカトロニクス研究室］

自我モデルに基づき
生活する小型自律移動ロボット

　三重県で風車といえば青山高原を思

い浮かべますよね。当時久居市（現津市）

の建設の際にも私たちは関わったので

すが、実は三重大学にも実験用風車が2

基あります（大学構内と附属農場に各１

基）。

　そのうちの１つ、大学構内に設置され

たこの風車は、民間企業との共同研究を

目的として設置されたものです。規模は

小型ですが大型風車を山頂などの過酷

な環境へ設置することを考えますと、研

究としては、より実用的なサイズである

といえます。エネルギー自給率の高まり

が期待されている中、日本の環境に適し

た高効率で安定したエネルギーを提供

できる風車を開発したいと考えており、

NEDOプロジェクトの一翼を担う研究

開発を行っています。

　また風洞実験施設でも様々な研究が

行われていますが、自動車関連部品メー

カーとの空気抵抗実験や、住宅エクステ

リアの風に対する研究も行いました。地

元企業との共同研究も重要な地域貢献

として捉え、今後もエネルギー環境問題

について三重県の企業のみならずグ

ローバルな活動に繋げていきたいと思

います。

　プリンター動作音の「快音化」に注目し

た音作りを京セラミタと共同で研究して

います。電化製品の機械音を小さくする

こと（静音化）は、既に限界のレベルまで

来ているといえます。そのため、音の質を

不快には感じない音に変化させること

（快音化）が求められています。音は「騒音

レベル」という物理的尺度に加えて、「ラ

ウドネス」「シャープネス」「ラフネス」など

の心理的尺度でも評価されます。どう

いった音の調節で、より快音に感じられる

のかといった試聴実験を行っています。

　また、医学部と連携し、皮膚炎症状の測

定システムを研究開発してきました。こ

れは、アトピー性皮膚炎の患者に治療薬

が本当に効いているか調べるため、皮膚

を掻く回数を測定できないだろうか、と

いう観点から始めたものです。マウス用

の痒み定量化システムは、皮膚を掻く音

の回数を測定する方法で痒みの定量化を

実現しました。一方、ヒトは、睡眠中で

あってもプライベートな問題で撮影・録

音は困難です。そこで、指先にセンサーを

つけ、掻いている振動（固体伝播音）を記

録することにしました。これにより、ヒト

の睡眠中の掻破行動量の測定が可能と

なったのです。

　「自我モデル」（人の自我をモデル化し

て人工知能化したもの）を組み込まれ自

分で判断、環境の変化に対応するロボッ

トを開発しています。まず、バッテリー

自動交換ロボットについては、ロボット

の自律性を高め、自身の環境判断により

危険回避行動をとるようになりました。

例えば、自分で落ちないように危険回避

するロボットです。搭載カメラで端（境

界線）を認識し、端に近づくと、例え人が

「真っ直ぐ進め」という命令を出してい

ても、自身の判断で落ちないように向き

を変えるのです。その他にも、学校のエ

レベーターに「自我モデル」を搭載し、

知った顔だと鍵を解除して動くロボッ

トなど、実用化を目指しています。

　今までは、ロボットというと据え置き

の形がほとんどでした。勝手に動き回る

と、危ないと思われているからです。今

後、より環境にあわせ自我で判断できる

ロボットが実用化されれば、あらゆると

ころでロボットが動き回り、活躍するで

しょう。人間が自我モデル搭載ロボット

を作り実用化することは、大きく言うと

我々の「宗教観」まで変えてしまうので

はないかと思っています。

　勢水丸は、三重大学生物資源学部に附

属する中部地区では唯一の練習船です。

現在の勢水丸は昭和55年7月に竣工され

たもので、つい先日最終航海を終えまし

た。来年度からは、「新勢水丸」がその役割

を引き継ぎます。

　勢水丸の役割としては、学生の練習船

として海上技術の教育・実習を行うこと、

海洋生物資源に関する研究・調査、さら

に、様々な環境観察・調査を行うことなど

があります。また、毎年小学生を対象と

し、1泊2日の航海講座も行っています。海

上での宿泊生活や海の生態系の観察など

は、子どもたちには普段できない貴重な

体験であり、地域貢献の一環として勢水

丸の重要な仕事の一つです。

　これまで勢水丸が関わった事例では、

例えば尾鷲の海洋深層水のプロジェクト

などで、調査・研究に大きな役割を果たし

ました。今では、海洋深層水は飲料水、コ

スメ、酒、干物など様々な形で活用されて

います。その他にも、天然コスメや壁紙

（ハウスシック対策に有効）などに利活用

される珪藻土のように、海洋には有効な

天然素材・エネルギーがまだまだ眠って

います。今後も地域や民間企業の研究開

発に、積極的に協力していきたいと考え

ています。

［ナノセンシング研究室］

音（振動）測定の産業利用
［附属練習船 勢水丸］

動く海上の実験室「勢水丸」
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［生態循環学研究室/附帯施設農場］

新規デンプン植物
「サゴヤシ」の資源化と利活用

　化石エネルギー枯渇に対する世界的な

危機感が高まる中、再生産可能資源であ

るバイオマスエネルギーに大きな期待が

寄せられています。しかし、現在食料とし

て広く利用されている植物をエネルギー

に回すと、食料高騰など深刻な問題を引

き起こします。

　その点、サゴヤシは東南アジアを中心

に約200万haに自生、世界では年間数万ト

ンしか活用されていません。何より、耐塩

性があり、１本のサゴヤシからは5人が1

年間に消費するコメと同じ量のでんぷん

ができます。でんぷんは、エタノールに加

工でき、バイオ燃料やプラスティック原料

になります。サゴヤシからのエタノール生

産技術については、かなり効率的な生産

技術が確立されつつあります。今後は、い

かに多くの原料を安定して供給できるか

ということが課題となります。

　三重大学ではサゴヤシの資源化からそ

の利活用まで、いわば入口から出口までま

かなえる研究を行っています。これまでの

基盤研究を踏まえ、今後はこの技術を産

学官と地域で連携して、どのように発展さ

せていくのか、今まさにそれを検討してい

る非常に重要な局面にあります。

　ウンシュウミカンの中でも特にキクミカ

ンに注目し研究しています。キクミカンは

表面のでこぼこが特徴ですが、8～9月に

乾燥した条件下で現れます。このミカン

は、非常に甘味が強く美味なのですが、表

皮が脆弱なので流通に向いていません。

そのため今まで、売り物にならず廃棄され

てきました。これをまず安定して生産さ

せ、従来とは異なる方法で流通させたい

と考えています。

　また、新しい熱帯果樹として注目してい

るのが「アテモヤ」です。これは、チェリモ

ヤとバンレイシの交雑種なのですが、これ

らの果物を総称してCustard Apple（カス

タードアップル）と呼ぶ英語名の通り、非

常に甘味が強く味が良いことで有名で

す。問題点としては、人工授粉が必要で手

間がかかること、追熟後１週目頃が食べ

ごろなので、追熟のコントロールが必要と

いったことがあげられます。そのため、無

核化つまり種無しにしたり、食べ頃期間の

延長をしたりといった改良が必要です。

農家にとっても、利益の出るビジネスとし

て成功させるため、三重の「アテモヤ」を

話題の宮崎マンゴーに負けないぐらいの

高級果実としてブランド化させたいと考え

ています。

人文学部の大学院（人文社会科学研究科）

で学ぶ社会人院生は、人文社会科学研究

科の理念である「地域とともに歩む人文

学部」に基づき、「三重の文化と社会」とい

う科目で、各市町を共同で研究していま

す。共同研究の成果は、リーディング産業

展に出展して、県民のみなさんに披露し

ています。今年は四日市市の研究を行い

ました。

　人文社会科学研究科は地域研究が柱に

なっています。社会人のみなさんは、社会

で積んだ多くの経験を生かした素晴らし

い研究を行っています。長期履修制度の

ような就学支援制度が充実しているの

で、各々のペースでゆっくり研究するこ

とも可能です。科目履修生から大学院に

進む方もいます。大学院の科目履修で得

た単位は、大学院入学後に既修単位に換

算することができます。

　人文学部は一般市民向けに19の公開ゼ

ミを開講し、市民の生涯学習に役立てて

いただいています。社会人を積極的に受

け入れることは、他の学生の刺激にもな

るので、これからも受け入れを進めて行

きたいと思っています。

　世の中には、地図や地理空間に関連した情報

がたくさんあります。私たちは、これらの情報を

"GIS"とよばれるコンピューターシステムや、さま

ざまなアプリケーションを駆使して、地域へ「安

心・安全」をもたらすための研究を行っています。

　たとえば、ある小学校でGISを利用した防災

マップを児童たちと一緒につくりました。児童は

災害発生時に危ないと思われる箇所の位置情

報と写真をもっていました。これらのデータを

Web上で閲覧できる地図へ児童が自分たちで

入力を行い、防災マップを作成しました。児童は

危険な場所について再認識したり、地図で地区

全体を眺めることで、自分たちが暮らす地域に

ついてさらに深く学べたようです。また、この地

図は、児童の保護者や学校の先生方によって、

地区懇談会の資料として利用しただいていま

す。このように収集したデータや道具をうまく組

み合わせることで、地図情報はより有効的に利

用できるのです。

　地図やGISといえば、これまで国や自治体、企

業が作ったものをそのまま利用するだけでし

た。しかし、今では自分たちの目的に応じた地図

の利用や作成だけでなく、毎日の暮らしに関連

した大事な情報をそこに付け加えることもでき

ます。

　私たちはオープンソースと呼ばれる無料また

は安価なアプリケーションを使用しています。こ

れにより、自由にデータの加工や処理を、経費を

あまりかけずに行うことができます。その成果と

して、自治体や住民の方に安価で効果的なシス

テムの提供やデータの提示を行ってきました。

私たちは、みなさんに「安心・安全」を今以上に

感じていただけるよう研究を続けています。

生物資源学研究科
　附属紀伊・黒潮

生命地域フィール
ドサイエンスセン

ター

准教授　奥田 均

人文学部長　人文
社会科学研究科長

教授　櫻谷 勝美

生物資源学研究科
　共生環境学専攻

教授　福山 薫

［環境解析学研究室］
「安全・安心」のためのGIS

［人文学部］

人文学部・地域とともに歩む
大学院

［附帯施設農場］

サブトロピカルフルーツの
栽培技術の開発

生物資源学研究科

教授　江原 宏（右）、
助教　三島 隆（左）
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こんな人を待っています

Research & 
Development

専門知識を実践の場で応用 現場実習・実務研修で
ビジネス・マネジメント能力を磨く

Voice
『もともと研究者になる夢を持っていました
が、このプログラムを受けて、自分の理想とす
る研究者像を具体的に描けるようになりまし
た。今後は目標高く、ワンランク上の研究者を
目指すつもりです。』

『就職活動の際、このプログラムで学んだ経験
をもとに、自身をアピールできました。結果、
志望した企業に入ることができました。』

経営・経済・マネジメントに興味がある

やりたいことが見つからない or 漠然としている

就職活動を有利に進めたい

自分にどういうことがやれるか知りたい

知らない世界を覗いてみたい

研究室にこもりきりの生活を変えたい

お問い合わせ TEL：059-231-5424　FAX：059-231-5090
〒514-8507 三重県津市江戸橋2-174

三重大学医学部学務事務室大学院係 三重大学医学部産学連携医学研究推進機構

修了生より

Business Eliteビジネス・エリート Cosmopolitan国際人

海外研修で国際感覚を養う

ゼブラフィッシュ水槽の様子ゼブラフィッシュ水槽の様子 海外研修の様子（アメリカ）海外研修の様子（アメリカ）南伊勢町で新品種野菜の栽培南伊勢町で新品種野菜の栽培

三重県南部地域の農作物
　　　ブランド化による地域振興

+ +

高度な研究開発能力

例
例 ゼブラフィッシュを用いた
ドラッグ・スクリーニング技術の開発

TEL&FAX：059-231-5405
http://www.medic.mie-u.ac.jp/med-link/

地域圏バイオ・メディカル創業人材の育成産学連携による
実践型人材育成事業

自分の可能性は自分が決める

みえ産学官研究交流フォーラム2008

教育学部・医学部出展内容

株式会社
イーラボ・エクスペリエンス

島村　博

平成20年度

代表者 事業内容社　名

電子機器開発受託（産業機器及びマ
イコン応用組込ソフトウェア、ハー
ドウェアの開発・設計・商品企画）

株式会社 医用工学研究所 北岡義国
医療用データウェアハウスシステム
の開発・導入・構築、及びそれに付
帯するコンサルテーション業務

株式会社 データスピリット 中山慎司
ノウハウ管理支援システム（自然言
語処理技術を応用した機能性食品の
開発、機能性評価技術の考案）

有限責任事業組合
アンカーアセットマネジメント
研究会

永野敬典

のり面や擁壁の安定性の確保、地す
べり防止等の有効な工法であるグラ
ウンドアンカーエのアセットマネジ
メントに関する事業

株式会社 H ID 彦井浩孝
ウコギなどの天然生薬を応用した機
能性食品の開発、機能性評価技術の
考案

株式会社 機能食品研究所 梅田幸嗣 食品・原材料・化粧品の機能性証明
のためのヒト臨床試験の実施事業

有限会社 細胞外基質研究所 宮本啓一 再生医療：エラスチン材料の基盤＆
応用研究用材料の製造＆販売

ピーアンドディー
パートナーズ 株式会社

董　培
中国への事業進出サポート事業、及
びそれに伴う製品の許認可・拡販サ
ポート事業

三重大学キャンパス・インキュベータ
入居企業 紹介

三重大学キャンパス・インキュベータ
入居企業 紹介

株式会社 プリンシプル 中西高義

画像処理装置、自動化システムの設
計、制作環境・省エネに関係する
PTC ヒーター、空気清浄機等の商品
開発～製造

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

みえ産学官研究交流
フォーラム2008

出展

研究テーマおよび保有設備の紹介

研究事例および技術指導の紹介

個性化に対応した衣服設計システムの紹介

企業との共同研究事例の紹介　その１

企業との共同研究事例の紹介　その２

教育学部

医学部

食品学研究室

調理学研究室

被服学研究室

機械工学研究室

教育学部 家政教育コース
准教授　磯部 由香 

教育学部 家政教育コース
准教授　平島 円

教育学部 家政教育コース
教授　増田 智恵

教育学部 技術教育コース
教授　松本 金矢

医学系研究科 生命医科学専攻
助教　島田 康人

i n  vivoハイスループットスクリーニング
ヒト疾患モデルゼブラフィッシュ

薬理
ゲノミクス分野
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三重大学生物資源学部学生と地元の造り 酒屋がインターンシップで酒造り

三重大生の元気と パワーが入ったお酒

空
翠

糀
ま
み
れ

ね
ご
こ
ち

さ
ん
す
い

三
翠

S
a
n
su
i

　地元の造り酒屋と三重大学生物資源学部の学生（20歳以

上）によって造られた日本酒がある。平成19年より同大学

生物資源学研究科の久松眞教授が中心となり、地元酒造の

寒紅梅酒造株式会社で行ったインターンシップの成果だ。

初年度は「空翠」「花まみれ」「ねごこち」の三種類、次の年に

は、「三翠」「さんすい」「SANSU I」の純米吟醸酒を造った。

酒瓶に貼られたラベルは、すべて学生の手によるもの。従

来の日本酒のイメージにとらわれない、ポップでカラフル

なデザインに仕上げた。

　寒紅梅酒造の増田明弘専務は、学生との酒造りの様子

を、笑みを交えながら振り返る。

　「酒造りは、朝６時くらいから始まるけど、朝弱い子が多

いね（笑）。でも、夜は遅くま

で酒造りに取り組んでくれ

ましたよ。大勢で一つのこと

に取り組んで、思いをひとつ

にするのは、素晴らしいこと

だと思います」

　もちろん、普段と違い、一

度に大勢を相手しなくては

いけないため、大変な

こともある。酒のタン

クに登らせるときは、

タンクの中に落ちた

りしないか、いつもヒ

ヤヒヤ。万一、事故が

起こったときのこと

も考え、いつもより

小さめのタンクを使

用した。「でも、『専務、飯食っていいすかー』なんて無邪気

な顔で言われると、かわいくてね。つい、焼き肉店で学生た

ちのために大枚はたいてしまったこともありますよ」

　学生の良さは、元気と若いパワー。そのパワーが酒の中

に入っていくイメージで酒造りをしたという。「イメージ」

は酒にとって、重要なファクターである。たとえば、梅酒に

は健康というイメージがあるし、近年ではワインもその傾

向にある。そして日本酒と言えば、繊細なイメージ。全国各

地で利き酒大会が行われているように、甘口、辛口といっ

た味だけでなく、口当たり、風味、香り、それぞれが微妙に

異なり、日本酒ならではの深みを作り上げている。

　「女子学生だけで

作ったお酒、なんて

アイデアも学生か

ら出てきました。男

性の力強さとはま

た違う、丁寧できめ

細やかな作業がで

きると思いますから、きっと繊細な酒に仕上がるでしょ

う。できれば、原材料名に『愛情』『元気』なんて表示を入れ

たいくらい。あ、税法的に問題ありなんですけどね（笑）」

　増田専務は、今後の三重大学との連携について「学生が

学生を教えるというプログラムもよいかもしれません。酒

母作りから仕込みからすべて教えて、学生に任せてみる。

酒造りは、勘じゃないんです。データを基に造っている。そ

ういう意味では、難しく考えなくていいんです」

　寒紅梅酒造では、これから梅酒の製造にも力を入れてい

きたいという。三重大学附属農場で栽培された梅を使っ

て、梅酒を作ってみたいとも。三重大ブランドの梅酒も近

い将来、お目見えするかもしれない。

三重大生が造り酒屋で酒造り？お酒好きにはなんともうらやましい授業…。安政元年創業の、三重県津市に蔵

を構える寒紅梅酒造株式会社と、来年には平成生まれも参加するかもしれない学生との連携とはいったいど

んなものだろうか。

お問合せ 〒514-0103　三重県津市栗真中山町433
TEL　059-232-3005　http://www.hp-hcs .net/̃kankouba i/

寒紅梅酒造株式会社

安政元年（1854年）創業の老舗酒造

蔵元。

三重大学にほと近い立地条件もあ

り、インターンシップの学生受け入

れを積極的に行うなどさまざまな地

域貢献活動にも力を入れている。清

酒をはじめ、日本酒をベースにした

完熟梅吟醸酒「寒紅梅　梅酒」が健康

志向の中、好評を得ている。
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寒紅梅酒造株式会社
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三重大学と尾鷲市は平成 14年から相互友好協力協定を結ぶなど、

深く連携することで地域資源のさらなる活用に向けて積極的に取り組んできました。

その一例が、「みえ尾鷲海洋深層水」と「海洋深層水を用いたハバノリの陸上養殖」です。

尾鷲の資源を活かせ！
－産学官連携で地域の活性化を－
三重大学×尾鷲市

海洋深層水を用いた
ハバノリの
陸上養殖に成功
（特許出願）

地域連携で、
新たな

産業の創造を

みえ尾鷲
海洋深層水
中京・関西圏での
取水地はここだけ

研究会名称 主　査 活動内容

みえ尾鷲海洋深層水利用促進研究会
（みえメディカルバレープロジェクト）

三重大学生物資源学研究科
教授 前田広人

先に行われている研究および実用例を紹介
し、尾鷲市においてどのような研究開発、実
用化が可能であるかを産学官民が一堂に会
し意見交換しその実現を図る。

　温暖多雨な気候と黒潮によって古くから自然の恩恵を受け、林業、漁業が栄えてきた尾鷲市。平成16年７月には、

「熊野詣で」「伊勢詣で」などで旅人が往来した熊野古道と熊野古道を含む紀州地域が、国内で12番目の世界遺産と

して登録されました。海産物をはじめとする多くの地域資源に恵まれた尾鷲市は、その資源を生かした地域ブラン

ドや新産業の創出による地域経済の発展が期待されています。

連携事業名（共同研究） 連携学部・教員 事業の概要

ハバノリ培養増殖試験事業
（平成13年度～）

三重大学生物資源学研究科
教授 前川行幸

研究会名称 主査 活動内容

みえ尾鷲海洋深層水利用促進研究会
（みえメディカルバレープロジェクト/
みえメディカル研究会）

三重大学生物資源学
研究科教授　前田広人

先に行われている研究および実用例を紹介し、
尾鷲市においてどのような研究開発、実用化が
可能であるかを産学官民が一堂に会し意見交換
しその実現を図る。

ハバノリ養殖技術の開発

　みえ尾鷲海洋深層水は、三重大学との共同研究によっ

て、その有用性が実証された地域資源のひとつです。海洋

深層水とは、一般的に太陽光の届かないおおむね200m以

深の海水のことを指します。平海が急激に深くなり、周囲

に工場や汚濁の原因となる大河川がない尾鷲は、海洋深

層水の取水適地であることがわかり、平成14年度には船

舶による暫定取水、平成18年度からは陸上取水施設によ

る海洋深層水の本格取水が始まりました。海洋深層水取

水地としては国内14番目となります。海洋深層水は全国

で取水されていますが、尾鷲の海洋深層水は三木崎沖

12.5km、水深415ｍから取水しており、他地域に比べて陸

域からの影響が少ないのが特徴です。

　海洋深層水の特徴には、大きく低温安定性、富栄養性、

清浄性の３つがあります。各種無機塩類が豊富であると

ともに微生物（細菌など）がいない特徴を利用し、魚の養

殖や水産加工品、発酵食品（酒類など）の開発が各地で進

んでいます。また、化粧品などにも使われています。三重

県内でも、県の栽培漁業センターでアワビ種苗飼育やマ

ダイなど活魚の出荷用、ハバノリ養殖といった水産利用

をはじめ、干物・ペットボ

トル・製塩などにも利用

されています。平成18年

度からは、みえメディカル

研究会内に「みえ尾鷲海

洋深層水利用促進研究

会」も発足し、三重大学、

三重県、尾鷲市の連携は、

より広く深いものになっ

ています。

　三重大学と尾鷲市との共同研究により、海洋深層水を

用いたハバノリの試験陸上養殖に成功しました。ハバノ

リは、尾鷲の特産資源であり、ノリの中でも高級品とされ

ています。採取される地域が限定され、海水温が低い冬期

　平地の少ない尾鷲で、一次産業のほかに地域の雇用を

支えてきたのは、火力発電所と発電所に供給する石油の

精製会社でしたが、発電方式の変更で石油精製も不要に

なりました。そういった背景もあって、地域の資源を活用

した産業を振興することが喫緊の課題として位置づけら

れてきました。

　海洋深層水によって、飲料・製塩の企業進出が２件あ

にしか収穫できないこ

とから、そのほとんど

が地域内消費されてお

り、一般的な食材や地

域ブランドとして全国

的には、まだ普及して

いません。ハバノリの陸上養殖については、全国的にも珍

しく、特に海洋深層水を用いて本格的に事業化された例

は他にありません。低水温時に成長する海藻の特性と海

洋深層水の特徴（低温安定性、富栄養性、清浄性）をうまく

組み合わせた取り組みです。

り、新たな産業の創造が行われつつあります。またこのこ

とにより、50人近い新規雇用につながりました。

　ハバノリ養殖についても通年での大量培養養殖システ

ムの構築が進められており、新たな産業起しが期待され

ています。

　三重大学と三重県、尾鷲市では、その他にも「熊野

古道」周辺の資源を活かして、商品開発のための研究

会活動を行っています。そのひとつとして、熊野古道

クリームの開発があります。

「熊野古道クリーム」　

　「熊野古道クリーム」は、平成17年度三重県の委託

を受けて、万協製薬株式会社と三重大学医学系研究

科との共同研究によって開発された化粧品です。配

合成分としては、南紀州のヒノキのエキス、尾鷲の海

洋深層水、東紀州特産ミカンである春光柑（しゅんこ

うかん）、ミツロウ、カキエキスをハンドクリームの

中に入れました。各配合成分は三重大学にてアレル

ギー試験、感作性試験を行い、安全な含量にて配合を

行っています。

　世界遺産として登録を受けた「熊野古道」をより多

くの人に知っていただ

くため、また訪れた方

のお土産物として、何

か特長のあるものをと

考えて開発しました。

お問合せ
万協製薬株式会社
〒519-2174　三重県多気郡多気町五桂 1169-142
☎ 0598-37-2088　http://www.bankyo.com/
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伊勢といえば、やはり

年間700万人が訪れる観光のメイン「伊勢神宮」

2013年（平成25年）で

62回目を迎える式年遷宮の準備も始まっており

伊勢の町も活気に溢れています。

さあ、お伊勢参りへ
でかけましょう

地 P域 ickup伊
勢

域地 ickupP

23
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手水舎でひしゃくを使い、両手と口を清める。

正宮前では、２回頭を下げ、２回手をたたき、
最後にもう一度頭を下げる、二礼二拍手一礼が正式。

げくう

ないくう

古殿地より拝する豊受大神宮（外宮）

石段下より拝する皇大神宮（内宮）

毎月1日、11日、21日の8時ごろから
参道を引かれる白馬の神馬

緑
溢
れ
る
参
道
を
歩
け
ば
、
心
穏
や
か
に

２
千
年
の
歴
史
を
想
う

一
度
は
、
行
き
た
い
憧
れ
の
神
域

伊勢神宮

外宮

伊勢神宮とは、伊勢の宇治の五十鈴 川上の皇大神
宮（内宮）と、伊勢の山田の原の豊受大神宮（外宮）
及び別宮など125社神社の総称。日本最大のパワー
スポットと言われ、年間700万人以上の参拝者が訪
れる。地元では、親しみをこめて「お伊勢さん」「外宮
さん・内宮さん」と呼ばれ、「お伊勢参り」は日本の旅
の原点とも言われる。

皇室の先祖である天照大神の食事を司る豊受大神を祀っている。衣食

住をはじめ、あらゆる産業の守り神である。

外宮は伊勢市駅から徒歩5分ほど。アクセスの良い町中でありながら、

緑豊かで静かな空間が広がり、心穏やかに参拝することができる。

皇室のご祖先で日本

人の総氏神と言われ

る天照大神を祀る。

JR・近鉄伊勢市駅よ

りバスで20分の五十

鈴川のほとりに鎮まり、豊かな森に囲まれている。五

十鈴川にかかる宇治橋を渡り、正宮まで続く長い参拝

道を歩けば、2000年のときを超え、古代のたたずまい

を感じられる。

いすず こうたいじん

とようけだいじんぐうぐう

あまてらすおおみかみ とようけのおおみかみ

参拝の作法

アクセス情報

１式年遷宮記念　神宮美術館 2神宮徴古館

3神宮農業館 4斎宮歴史博物館

ア 近鉄山田線斎宮駅下車徒歩 15 分

開 9：30 ～ 17：00（入館 16：30 まで）

所 多気郡明和町竹川 503

問 0596-52-3800

休 月曜日（祝日を除く）、祝日・休日の翌日、
 　12月29日～12月31日

ア 近鉄宇治山田駅か五十鈴川駅・ＪＲ伊勢市駅より、
　 徴古館経由の外宮内宮循環バスで徴古館前下車徒歩約3分、
　 『CANバス』利用なら徴古館下車すぐ

開 9：00～16：30（入館16：00まで）

休 月曜日（祝日の場合は翌日）、臨時休館あり

所 伊勢市神田久志本町1754-1

問 0596-22-1700（神宮徴古館・農業館）
　 0596-22-5533（神宮美術館）

関連施設

内宮お伊勢参り 神宮参拝の順路は、多くの場合まず
外宮からというのが古来からのならわし 

２、伊勢神宮の「歴史と文化の総合博物館」。神宮のおまつりや歴

史・文化に関する資料を中心に収蔵・展示し、 伊勢神宮を知るた

めには必見。中でも社殿建築の模型や、20年に一度行われる式年

遷宮の御料である御神宝類は圧巻。

４、斎宮（さいくう）は、天皇の代わりに伊勢神宮に仕えた未婚の

皇女「斎王（さいおう）」の宮殿が置かれた場所。三重県多気郡明

和町にある斎宮跡がその遺跡で、昭和54年（1979）に約137ヘク

タールの範囲が国の史跡（しせき）に指定された。

斎宮歴史博物館は、昭和45年（1970）以来継続的に進められてい

る発掘調査や研究の成果に基づき、斎宮の歴史を紹介するため、

史跡の一角に開館した県立のテーマ博物館である。

３、人間と自然の産物との関わりをテーマとした日本最初の産

業博物館。 伊勢神宮のおまつりで神様に進める神饌（しんせん）

を始め、お供え物を調える施設の工夫をこらした展示や、 明治時

代に開催された内国勧業博覧会などに出品された産業資料、 ま

たサメの剥製・蝋細工の植物模型といった自然科学系の資料も

多く収蔵・展示。

１、平成5年（1993年）第61回神宮式年遷宮を記念して創設。当代最高

の美術･工芸家から奉納される絵画･書･彫塑･工芸を展示。 遷宮が行

われるたびの、20年毎のきめ細かい美術工芸のあゆみを展望するこ

とができる画期的な特色を持つ美術館として注目されている。

C 三重県立斎宮歴史博物館蔵

内宮：近鉄「宇治山田」駅から内宮行きバス 15分

外宮：JR・近鉄「伊勢市」駅から徒歩 5分

内宮：伊勢自動車道　伊勢西インターより 5分 

外宮：県道　伊勢市駅前で右折１分

交通機関

車

地域 Pickup　伊勢
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20
年
に
一
度
の
大
祭

式
年
遷
宮

式年遷宮とは

【 】第62回式年遷宮
主要式典行事一覧

山口祭

次の遷宮でお宮が建てられる古殿地

鎮地祭

20年に一度、神殿から神宝装束まで全てを新しくしてご
神体を遷すこと。神宮では、1300年前、持統天皇の時代に
第1回の式年遷宮が行われ、次の2013年（平成25年）で
62回目となる。神宮にとって永遠性を実現する大いなる
営みである。 現在、次回式年遷宮に向けて様々な祭典・
行事が進行中である。

遷宮の御造営にあたり最初に執り

行われる祭儀。御造営用材を伐採す

る御杣山の山口に坐す神を祭る。
みそまやま ま

うじばしわたりはじめしき

宇治橋渡始式

おしらいしもちぎょうじ

お白石持行事

はっぴ

やりおんど

き

ふたみがうら

かわび

おかびきひきぐるま

平成20年

平成24年

鎮地祭
ちんちさい

平成21年

平成25年

御形祭
ごぎょうさい

上棟祭
じょうとうさい

　付祭
のきつけさい

甍祭
いらかさい

宇治橋渡始式
うじばしわたりはじめしき

御戸祭
みとさい

御船代奉納式
みふなしろほうのうしき

洗清
あらいきよめ

心御柱奉建
しんのみはしらほうけん

杵築祭
こつきさい

御装束神宝読合
おんしょうぞくしんぽうとくごう

川原大祓
かわらおおはらい

御飾

写真提供：神宮司庁

おかざり

完成した正殿が建つ御敷地に敷く白石を奉献する行

事。 御木曳行事と同様に、旧神領の住民が揃いの法被

姿で「浜参宮」の後、内宮は 川曳き、外宮は陸曳きでお

白石を運び、御敷地に奉献する。

みしきち

めしたて おおみかみ

しゅつぎょ にゅうぎょ

うつ

しょうでん

せんぎょ

遷御
大御神が本殿から新殿へとお遷りにな

る遷宮祭の中核をなす祭儀。百名を超

える奉仕員は、「召立」にしたがって御

装束神宝を手にして整列、天皇陛下の

御定めがあった時刻に大御神は本殿か

ら出御され、新殿へ入御される。

お

立柱祭
りっちゅうさい

きぞりはまさんぐう

次の遷宮でお宮が建てられる古殿地

平成17年

平成18年

御木曳行事【第二次】

木造始祭
こづくりはじめさい

御木曳初式
おきひきぞめしき

御船代祭
みふなしろさい

御樋代木奉曳式
みひしろぎほうえいしき

木本祭
このもとさい

仮御樋代木伐採式
かりみひしろぎばっさいしき

山口祭
やまぐちさい

御杣始祭
みそまはじめさい

旧神領にあたる伊勢市・二見町・御薗村の住民が二ヶ月間にわたり御用材を両宮

に曳き入れる盛大な行事。旧神領地の町内総出の晴れ舞台で、数日前に揃いの法

被姿で二見浦に「浜参宮」をして心身を清めて行事に臨む。内宮の領民は木橇に

御用材を積載し五十鈴川で「川曳

き」を行い、外宮の領民は巨大な御

木曳車で「陸曳き」を行う。全国の

「一日神領民」も多数参加し、期間

中、伊勢の街は勇壮な掛け声と木

遣音頭で包まれる。

御木曳行事【第一次】
おきひきぎょうじ

内宮の入口にかかる 宇治橋は 、遷宮の度に

架け替えが行われる。大橋の守護神である

饗土橋姫神社での祭儀に続き、古式にのっ

とり渡り始めが行われる。

うじばし

あえどはしひめじんじゃ

地域 Pickup　伊勢
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三重県の持つ「可能性」と、
三重大学の
「意識」の高さに期待

新プロジェクト始動
で、百五銀行 三重大学野村證券 百五銀行 三重大学野村證券

創業を革新する

　メディカル、バイオ、アグリ等に
関するベンチャー企業の中には、高
い技術力を持ちながら事業化へ向け
た人材や資金など、支援を必要とし
ている企業が多く存在している。
　野村證券法人企画部から同研究室
へ赴き、三重大学プロジェクト教授
を兼任する三井康有氏は、「ビジネス
モデルの助言や事業パートナーとの
マッチング、資金調達のアドバイス
などで役に立ちたいと考えています。
将来の株式公開までのフォローへも
是非繋げていきたいですね。しかし、
上場企業を生み出すことだけではな

く、活気のある三重の企業が増え、
地域の活性化に貢献できればと考え
ています」大きな可能性を秘めなが
らも、十分に力を出し切れないでい
る企業にとって、野村證券という業
界リーディングカンパニーの「経験」
力による後ろ盾は、頼もしい。
　連携のパートナーとして、三重大
学を選んだ理由を聞いた。同社津支
店長の北川英志氏は、「世界的な規模、
かつてないスピードで増殖する様々
な食の問題は、今後多くのソリュー
ションを必要とすることを想定され、
アグリビジネスにかかわりの深い三

重県はそこに関与することに極めて
適していることが理由のひとつです
が、それ以上に三重大学には産学連
携に関する多くの実績があり、かつ
フレキシビリティーと企画力に優れ
た人材を擁しておられることです」
また、長い歴史と文化を育んできた
三重が持つ「伝統」の力にも期待を
寄せる。将来的には、三重県が、“三
重ブランド企業ファンド” が登場す
るくらいの高い付加価値を持つまで
になれば、とも。
　まずは、三重から。将来は、全国
へとステージを広げていく予定だ。

野村證券、百五銀行、三重大学は「野村證券・百五銀行・創業革新プロジェクト研究室」を
立ち上げ、三重地域圏のメディカル・バイオ・アグリ等のベンチャー企業などに対する支援
展開をスタートさせた。このプロジェクトの目的から、三重大学と連携した理由まで、野村
證券株式会社 三井氏と北川氏に連携企業の立場から、話をしていただいた。

平成20年
7月１日

（写真右）
北川 英志（きたがわ えいじ）
野村證券株式会社
津支店 支店長

（写真左）
三井 康有 ( みつい やすとも )

三重大学プロジェクト教授 
野村證券株式会社
法人企画部次長兼任
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● 東名阪名古屋西ICまで約50分

● 新名神高速道路草津田上ICまで約40分

● 各種奨励制度もあります。

　（独）中小企業基盤整備機構、三重県、津市、三重大学、地
域商工関係団体は、サイエンスシティへの企業誘致を促進
するため、「中勢北部サイエンスシティ企業誘致促進協議
会」として、連携し誘致活動に取り組んでいます。

勢北部サイエンスシティは、オフィスアルカディ                                        

アを中心とする約165haの区域に産業、流通、住

宅、公園などを整備し、先端的産業の研究開発や生産、

物流といった一貫した産業活動が可能で、かつ企業間

交流、職住近接、レクリエーションなど、多様な機能が

一体となって連携しあう潤いのある魅力的な都市空間

の創造をめざしています。

 津市では、この中勢北部サイエンスシティの中核施設

である「あのつピア」内に「産業振興センター」を、本年

4月に開設いたしました。

 本センターでは、市内における産学連携の促進や市内

企業の様々な課題に対する対応を行っていくこととし

ております。

津市の産業振興拠点・中勢北部サイエンスシティ
産学連携拠点をめざすあのつピア

設から７ヶ月とまだまだ認知されていない施設で

すが、今後、機能拡充を図りながら市内の産業振

興の拠点としていきたいと考えております。

好評分譲中！！

中勢北部サイエンスシティ

お問い合わせ・資料請求は

中勢北部サイエンスシティ企業誘致促進協議会
〒514-0027
三重県津市大門7-15津市東分庁舎（津センターパレス2F）
                                       津市商工観光部産業政策振興課内
                  TEL:059-229-3263  FAX:059-229-1146

三重大学

中小企業基盤整備機構

研究開発の促進
～大学等を核として～

商工会議所・商工会

三重県工業研究所

三重県産業支援センター

市内企業等

地域に根ざした
産業支援体制の
構築

大学・企業・研究機関等による共同研究・開発の推進、
技術研修等の実施

中小企業が抱える技術的な課題をスピーディに解決
する体制を整備

中小企業の研究開発を促進するセミナー、研究会、
交流会（産学連携・産産連携・異業種交流等）の実施

地域資源を活用した事業化の育成支援

ベンチャー企業、起業家、起業志望者の育成支援
（インキュベーションマネージャーによる相談）

中小企業の高度
化、製品の高付加
価値化

地域資源を活用し
た産業振興による
地域活性化

連携機関等 効果あのつピア・津市産業振興センターの役割

開中

企業の皆様のご進出をお待ちしております。

研究開発人材や産
業支援人材の育成・
確保

ベンチャー企業、
起業家、起業志望
者への育成支援に
よる新産業の創成
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三重大学キャンパス・インキュベータ
http://www.crc.mie-u.ac.jp/incu/indexi.html

三重大学全学シーズ集
http://www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577
TEL：059-231-9763／ FAX：059-231-9743
E-mail：liaison@crc.mie-u.ac.jp 

http://www.crc.mie-u.ac.jp/
検索三重大学創造開発研究センター

三重大学創造開発研究センター

産学官民連携を推進する三重大学の「総合窓口」です




